
令和 6年度

第 2回 内灘町地域包括支援センター運営協議会 （議事録） 【HP 用】

日 時：令和 7年 3月 19 日（水）

午後 1時 30 分～午後 2時 30 分

場 所：内灘町役場 101 会議室

【出席者】

委 員：寺西敬子 委員、紺井一郎 委員、山田晃子 委員、向貴代治 委員、

東康弘 委員、田中正敏 委員、徳光明美 委員、田中達矢 委員、

中村礼子 委員、助田有二 委員

事務局：上前久美子 福祉課担当課長兼地域包括支援センター所長

橋爪宏美（課長補佐）、櫻井絵里子（課長補佐）、

日向梨絵（保健師）、府中梓帆（保健師）、岡部彩子（社会福祉士）、

脇坂彩加（保健師）

【議 事】

1.開会

2.議件（1）令和 7年度地域包括支援センター事業報告について

(2) 介護予防ケアプラン作成業務に係る委託事業所の追加について

（3）その他

3.閉会

【議事内容】

13：30 開会

13：33 地域包括支援センター運営協議会について説明

13：39 会長挨拶

13：39 [議件(1)] 資料に基づいて事務局より説明

14：26 [質疑応答]

委 員：訪問型サービス B は昨年比よりも高くなっている。今後広がってほしい

サービスでもある。事業所が 1事業所ということだが、増やす計画はある

のか。

事務局：現在、事業所は 1事業所のみであるが、携わる人員の増加予定である。ヘ

ルパーの担い手不足が現状としてある。

委 員：地域包括支援センター運営状況評価指標について、権利擁護部分は改善さ

れているのは分かるのだが、それ以外は変化なく、特に「１組織運営体制

等」について平均より下回っているいるのは、どう分析されているか。職

員人員が足りていないのかとも思うが、福祉事業は人が携わらないと難し

い。人材の確保について努力いただきたい。



委 員：もっと人が増えれば業務の幅も広がると思うがどうか。

事務員：令和 5 年度の評価をみると、権利擁護については社会福祉士が欠員して

いたが、新規で正規採用された面で改善している。その他については、同

様な評価ということで、同じで良いということではなく、課題に対して改

善に努めたい。

委 員：チームオレンジの活動がもっと町の中で広がればいいと思うが、どういう

形でチーム立ち上げを行っているのか。

事務局：全国いろんなやり方があるが、当町では公民館で活動しているサークル等

が多くあり、既存の団体で認知症状が出ても安心して通える場を増やして

いきたい。

委 員：委員が所属する団体はチームオレンジになって変わったことはあるか

委 員：活動（歌や麻雀など）が週 4.5 回あるが、認知症があってもなくても参加

しており、得意なことは人それぞれ。近所の人が支え合い、声かけをして

優しく見守っている。チームオレンジの講座を通して優しい目が出来た。

チームオレンジについても学ぶだけでなく、それを実践する人がいるとい

うのは、将来自分が認知症になった時も安心と感じている。

委 員：認知症になっても通い続けられる希望が見える。

委 員：講座を受け学んで実践している人が素晴らしい。

委 員：人によっては１人で家にいたいという人、ワイワイすることが苦手な人も

いるだろう。そういう人はどうしているか。

委 員：ゆるやかな見守りを続けている。１０年前に地域包括支援センターの協力

を得て見守り活動を開始した。近所の人で最近一人暮らしになった方など

参加者からゆるやかな報告が出てくるため、情報を地域包括支援センター

とも月１回程度共有している。それが情報交換する機会にもなっている。

「○○さん畑してたよ」も立派な見守り。みんなで会話が出来ることが大

事。話の中で「心配な人やね」となると、地域包括支援センターに相談す

ることもある。その場に来ることだけが目的ではないと思っている。

委 員：ちょっとした意識が大切。公民館へ来なくても見守りになっている。

委 員：人生会議では来年度映像ツールを使用して普及啓発するとあったが、人生

会議という言葉をみなさん知っているものか。

委 員：わたしの住む地区には地域包括支援センターの方が来て講座を開いてくれ

たので知っている。

委 員：わたしの住む地区には老人会がある。しかしいきいきサロンと老人会が独

立しており、自分は老人会に所属していないため実態は分からない。老人

会に来られない方がいきいきサロンに来ている。

事務局：どのような内容で講座が出来るか一覧表を配布している。依頼があればお

話に行くことも可能なため、様々な地区に出向きたいと考えている。

委 員：今回の能登半島地震では内灘町も被災した。安否確認や見守りの対応につ

いて内容を聞きたい。



事務局：要援護者台帳は総務課で取りまとめて対応している。今般の災害では民

生委員の方が 75 歳以上一人暮らしの方を迅速に安否確認をしてくれた。

また仮設住宅に住んでいる方を中心に、社会福祉協議会の生活支援相談員

が見守りを継続している。

14：20 [議件（2）] 資料に基づいて事務局より説明

１事業者が承認された。

14：25 [議件（3）] 事務局より説明

14：30 閉会

終了


